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＜早稲田の本棚から＞館蔵資料紹介
「訪歐大飛行記念飛行双六」
（大阪朝日新聞社， 大正 14 年 [1925]， 55 × 79cm, 請求記号 ： ヲ 09 04297）
　本学図書館は、双六資料も多く所有している。双六は制作された当時の文化や社会を色濃く映し出す貴重な資料
の一つである。
　今回紹介する双六資料は、1925年に朝日新聞社の 2機の航空機、「初風（はつかぜ）」と「東風（こちかぜ）」に
よって成し遂げられた、日本人初の訪欧飛行の成功を記念して作成されたものである。
　1903年のライト兄弟による世界初の動力飛行から 22年、その間日本も航空機の研究・開発に着手し、1910年
には日本初の動力飛行に成功している。その後、1919年には日本初の郵便飛行が開始され、1923年には朝日新聞
社主催の東西定期航空会によって、東京・大阪間の定期便が運航されるようになった。
　その 2年後の 1925年 7月 25日、「初風」と「東風」の 2機は日本初の訪欧飛行を実現すべく当時の代々木練兵
場（現在の代々木公園）を飛び立った。乗員は「初風」が安辺浩操縦士と篠原春一郎機関士、「東風」が河内一彦
操縦士と片桐庄平機関士、使用機材はフランス製の Breguet 19A2型機であった。双六右上部には彼らの顔写真が
掲載されている。この訪欧飛行の航路が双六のコマを構成しており、東京・大阪・太刀洗（福岡）を経て平壌より
北上、その後シベリア経由でモスクワ・ベルリン・パリ・ロンドンを訪問し、10月 27日に最終目的地のローマに
到着するという、実に総飛行距離 16,565 km、総飛行時間 110時間 50分もの長き道のりであった。
　当時、欧州から日本を目指す際の飛行ルートは専らインド亜大陸経由の「南廻り」であった。しかし、この日本
初の訪欧飛行は、当時の陸・海軍当局ならびに逓信省の全面的な協力のもと、敢えて前人未到のシベリア横断ルー
トを採用しており、それは当に日本の国家的威信を賭けた一大事業であったと言っても過言ではないだろう。また、
当時の国際情勢からシベリアについて事前に知り得た情報は殆ど無く、4人の乗員は満足な航空地図も持っていな
かった。着陸前には何度も上空を旋回し、燃料が今にも底を突きそうな中、必死に地上へと目を凝らして飛行場を
探し求め、時には荒野への不時着をも余儀なくされたのであった。
　現代の航空機のように、GPS（Global Positioning System, 全地球測位システム）や INS（Inertial Navigation 
System, 慣性航法装置）、況や Autopilot（自動操縦装置）など無いプロペラ式単発機で、このような極めて過酷な
飛行条件の中、果敢にもシベリアの新空路を開拓し、無事にローマまで辿り着いたこの 4人の乗員に対して、誰し
も畏敬の念を抱かずにはいられないのではなかろうか。
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